
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
地域包括ケアセンターいぶき  

畑野 秀樹 医師 

 

    『いのち』の大切さを伝えるのも私たちの仕事。 

朝５時に往診に行ったときには、家に入る前から泣き声が聞こえ、

本当に家族に愛されて旅立って行かれました。 
高齢者の『いのち』が、ちゃんと子どもや孫につながったと思い

ました。 
 

 
 
 
伊吹山のふもとに建つ地域包括ケアセンターいぶき。 
診療所、介護老人保健施設、居宅介護支援事業所、訪問看護ステー

ションと 4 つの機能を備えています。 
滋賀県の「名物医師」に会うためにここを訪れましたが、ここで驚

いたのは名物医師だけではありませんでした。 
医師・看護師・介護士・作業療法士・理学療法士などの医療者と、

患者とその家族、地域の人々の関係が素晴らしく、皆がこの地域を

愛し、この地域をより良くしたいと思う気持ちが伝わってきました。 
私達は、過疎地に暮らすお年寄りは充実した医療が受けられない、

と思いがちです。しかし私がここで見たのは、日々の暮らしを大切

にする、とても充実した医療でした。 
 

  

夏の伊吹山は自然が豊かで 

夏の伊吹山は緑豊かで、空気もとてもす

がすがしかった。往診中、車の前を鹿が

通過したのには驚いた。 

ケアセンターいぶきの 2 階は介護老人

保健施設。まるで家にいるかのような、

くつろげる雰囲気が印象的だった。 
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